








要約:胎生期異常に起因する予防可能な重症心身障害児(重障児)の発生を減少させること

を目的に全国の関係機関に入院中の重障児 5901 人を対象に、妊娠中の母体の異常につき

アンケート調査を行った。母体の異常として最も高頻度にみられたものは風邪に伴った高

熱で、以下頻度が多い順に挙げると、原因不詳の発熱、泌尿器感染症、腹部手術、糖尿病、

風疹、心臓疾患、肺炎・気管支炎、事故、腎疾患、薬物服用、アルコール依存症、精神病、

結核、脚気、てんかん、放射線被曝、流行性耳下腺炎、栄養障害、予防注射、シンナー乱

用、ショック、高血圧、食中毒、喘息その他であった。

妊娠中に発熱をみた母親より生まれた148 例の重症児の運動機能および発達年齢は、全国

調査の結果と比較して重症児としては平均的であった。視力障害の合併率は 17.3%、聴力

障害の合併率は 2.2%、てんかんの合併率は 62.5%、奇形・変質徴候の合併率は 27.5%であ

った。その母親 147例の発熱時の妊娠月齢は 3ヵ月が最も多く、次いで 2ヵ月が多かった。

また最高体温は、39～40℃代のものが最も多かった。


